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聖霊降臨節第 7 主日 説教 「迷える小羊」要旨 
                           牧師 黒田直人 
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マタイによる福音書 18:10-14

 既にご案内のように、先週の水、木と幼
稚園の一泊保育が行われ、皆さんのお祈り
とお支えによって、今年も無事全日程を終
えることが許されました。ありがとうござ
いました。ところで、この一泊保育です
が、はじめて親元を離れる子どもたちにと
っても、またその保護者にとっても、それ
ぞれにとって成長のための良い機会となっ
ています。そして、それが許されているの
は、引率する職員たちへの信頼あってこそ
のものでもありますが、しかし、だからと
いって、手放しですべてを任せられるもの
でもありません。子どもも保護者も職員
も、一つを選ぶという大きな決断をなし、
この一泊保育に臨むわけですから、信頼が
あるとは言え、それはとても勇気のいるこ
とです。特に、小さな子どもにとっては初
めてのことで、経験がないだけに想像がつ
かず、それゆえ、一歩前に出ることは相当
に勇気のいることです。ですから、励ま
し、その背中を押してあげるのはもちろん
のことですが、ただ、子どもも親も、それ
ぞれが前に一歩踏み出すことができたの
は、ここに至るまでの歩みを職員一人一人
と共にしてきたからです。 
 ただ、残念なことに子どもたち全員が参
加できたわけではありません。前日の午後
に発熱したりと、体調が優れず参加できな
い子どもが 6名もおりました。それゆえ、
子どもも親も職員も、この日のために準備
に準備を重ねてもきましたので、この不参
加という決断は、それぞれにとってとても
辛い決断となりました。しかも、一泊保育
は、今は、在園中、たった一回の出来事で
す。それゆえ、参加できない者がいたこと
は、この後、子どもたち、親たちの間に埋
めることのできない溝を生じさせるやもし
れません。特に、今年は 6名の子どもたち
が参加できなかったわけですから、なおさ
らのことです。それゆえ、行った子どもと
行けなかった子どもとの会話一つ取っても
気を遣わなければなりませんし、かといっ
て、余り気を遣いすぎると、行った子ども
にも変な負い目を負わせることにもなるの
でしょう。ただ、ここでこのような話がで
きるのは、そうならないとの確信があるか

らです。それは、年長組の担任がしっかり
と保護者への対応をしてくれたからです。
またそれだけではありません。職員一人ひ
とりが子どもたちと保護者と、日頃からし
っかりとコミュニケーションをとっている
ことを実際に見て知っているからです。 
 ただ、今お伝えしたことからも分かるよ
うに、一つを選ぶという決断、一つを選ば
ざるを得ないという決断の中には、勇気だ
けでなく、本人の意思に反する残酷な一面
が隠されてもいるのです。それゆえ、こ
の、突如として現れるにものによって、子
どもたちもまた、人生の厳しさ、残酷な一
面を学ぶことになります。私にも身に覚え
があるのですが、幼い頃に負ったそうした
傷はいつまでもよく覚えているものです。
ですから、そういうものとは極力関わりた
くない、そう思うのはある意味で仕方ない
ことでもあるのでしょう。ただ、残念なこ
とに、時折見え隠れする人生のそうした残
酷な一面と、まったく関わらずに一生を過
ごせる者はまず一人もおりません。まただ
から、人生をより良く歩むために、私たち
は、勇気を振り絞って一つを選び、前に一
歩を踏み出す決断をするのですが、では、
この「より良く」と言った場合の「より良
く」とはどういうことなのでしょうか。 
 そこで、思うことは、より良い人生を歩
むために努力を怠らないということでもあ
りますが、それは、失敗を恐れず、勇気を
もって前へと一歩を踏み出せば、仮に失敗
したとしても、それを土台として人生をよ
り豊かなものすることができると、私たち
の多くはそう考えているからです。しか
し、そう思ったとしても、その言葉通りに
人生を歩めるわけではありません。それ
は、その身に負うた苦しみが必ず良い実を
結ぶとは、誰にも確証できることではない
からです。私たちが人生に迷い、思い悩む
のはそのためでもありますが、従って、迷
い悩む日々を過ごす私たちにとって、この
日の御言葉はそういう意味で大きな慰めと
励ましを与える御言葉であると、私たちの
多くがそのように受け止めてきたのはそれ
ゆえのことです。では、その私たちにイエ
ス様は何を仰ろうとしているのか。そこで
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先ず語ったことが「これらの小さな者を一
人でも軽んじないように気をつけなさい」
というこの一言でした。 
 それは、先週に引き続いて、私たちが今
目の前に置かれた一人の子どもを見つめて
いるからです。そして、この目の前の子ど
もとは、イエス様にとっては私たち一人ひ
とりのことでもありますが、なぜなら、イ
エス様が「一体誰が天の国で一番偉いの
か」と無邪気に尋ねる弟子たちに対し、そ
の目の前に一人の子ども立たせ、「心を入
れ替えて子どものようにならなければ、決
して天の国に入ることはできない」と、こ
う仰ったように、主の御前に立つ幼子のよ
うにこの日の御言葉に聞いているのが私た
ちであるからです。ですから、この日、イ
エス様が「これらの小さな者を一人も軽ん
じないように気をつけなさい」と仰ること
は、人をも、また自分自身をも軽んじては
ならないと、イエス様がこう仰っていると
いうことです。それは、私たち一人ひとり
が、それだけ神様に大事に思われている一
人ひとりであるからです。しかも、神様の
この思いは、大事するしないといった、私
たちが考える、そうした社会通念を遙かに
超えたものです。それは、「言っておく
が」と、つまり、「いいか、耳の穴をかっ
ぽじってよく聞け」と、こう、イエス様が
わざわざ断りを入れているように、私たち
に向けられた神様の思いがいかに深く、広
く、大きいかがここから分かるからです。
そして、それは、捉えどころのないもので
はなく、より具体的なものです。そして、
それを私たちに伝えるため、イエス様の仰
ったことが「彼らの天使たちは天でいつも
私の天の父の御顔を仰いでいるのである」
というこの一言でありました。 
 ところで、天使の存在というものを、皆
さんは普段どこまで意識しているでしょう
か。天使と悪魔とを並べた場合、心の中で
大きな位置を占めているのは、もしかした
ら天使ではなくて悪魔ということはないで
しょうか。それは、天使についてはどこか
現実味を欠いたもののように考えているか
らです。けれども、この日の御言葉にもあ
るように、私たちの信仰は、天使なくして
成り立つものではありません。なぜなら、
天使の存在と働きなくして、イエス様の物
語は始まることも終わることもなかったか
らです。イエス様の誕生に際して、乙女マ

リアの前に現れたのも天使であり、また、
イエス様の甦りに際しても、マグダラのマ
リアに甦りの事実を最初に伝えたのも、や
はり天使であったからです。このように天
使の働きは大きく、しかも、私たち一人ひ
とりには、その私たちを守る天使が共にい
て、父なる神様の御顔を仰ぎながら、私た
ちの命を守り支え導いてると、イエス様は
こう力強く語ってもおられるのです。 
 ところが、私たちプロテスタント教会に
属する者は、悪魔と比べこの天使のことを
刺身のつま程度にしか考えていないという
ことはないでしょうか。それは、カトリッ
クと違って私たちには、守護聖人、守護天
使と言われているものに頼る習慣、習俗は
ないからです。むしろ、そういうものと積
極的に距離を置いきたのが私たちプロテス
タント教会でもありました。それは、神様
の恵みを重視した結果、個人の信仰の確
立、成長というところに重きを置くように
なったからです。私たちが天使だけを取り
上げ、殊更何かを語ることができないのは
そのためです。それはまた、天使は神に近
い存在でありつつも、私たちと同じ被造物
に過ぎないものでもあるからです。つま
り、信仰の対象たり得ないということで
す。私たちが天使の存在とその働きを強調
されることに、正直、抵抗を感じるのはそ
のためでもありますが、ただ、それをカト
リック的と称し、単純に不信仰と言い切る
ことはいかがなものかとも思うのです。な
ぜなら、今日の御言葉に聞いていっても明
らかなように、天使の働きなくして、私た
ちの信仰が信仰とされることはないからで
す。それゆえ、イエス様がそう仰っている
わけですから、この「99 匹の羊と 1匹の
羊」の譬え話は、天使という存在なくして
理解できるものではなく、それゆえ、ここ
から生み出された「迷える小羊」というこ
の言葉の理解も同じです。 
 ところで、この「迷える小羊」という言
葉ですが、かつては社会通念のように社会
に広く定着していたように思います。とこ
ろが、定着したかのように見えた「迷える
小羊」というこの言葉を、最近では、ほと
んど耳にすることがないように思うので
す。これについては、皆さんはどうお思い
でしょうか。少なくなった理由が迷い悩む
人がそれだけ少なくなってきたならいいの
ですが、実際はそうではありません。それ
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ゆえ、かつてのようにこの言葉を耳にする
機会が減ったというのが少し気がかりでは
あるのですが、では、そうなったのはどう
してなのでしょうか。こうして誰よりも近
くこの御言葉に接しているのが私たちであ
るわけですから、その責任の一端が私たち
にあるのは間違いありません。けれども、
この重荷を私たちに背負わせようとして、
この御言葉が語られているわけでもありま
せん。自戒を込めて、自らを振り返るとい
うくらいならまだしも、自分をいくら責め
たところで、それで何かがすぐに変わるわ
けではないからです。それよりも、「迷え
る小羊」というこの言葉が定着していった
背景を考えてみたいのです。 
 迷える小羊という言葉が社会通念として
使われるようになったのは、私たちキリス
ト教会が迷い悩む人々と長きにわたって共
に歩んだ歴史があるからです。そして、そ
れは、今に至るまで変わりなく続けられて
いることであり、これからも間違いなく続
けられるものです。ただ、かつてと比べ、
教会に勢いがなくなってきたのも確かなこ
とです。どの教会もそうなのですが、かつ
てのように若い力に満ちあふれているわけ
ではありません。そのため、キリスト教主
義学校も、教会附属幼稚園も、その多くが
クリスチャン職員を招くことができず、教
職員の大半がノンクリスチャンであるとい
う話は珍しい話ではありません。ですか
ら、1匹を探し求めるどころか、99 匹がじ
っとまとまっているのも難しい状況にある
とも言えるのですが、けれども、そこでま
た思うのです。そもそものところで、この
イエス様の譬え話は、1匹か、それとも 99
匹かといった、そういうことが言われてい
るのか、と。そして、それは、私たちがい
ずれを選択し、そのために何が必要か、何
をしなければならないのかといった、つま
り、信仰の覚醒を意図的に促すために、こ
の御言葉が使われることが多かったので
は、とそう思うからです。 
 ただ、これまでは実際に多くの結果を残
し、そして、その結果が今であることを思
いますと、今日の御言葉に聞いていくな
ら、天使の執り成しゆえに聖霊の働きが与
えられ、その結果として今があるのは間違
いありません。では、現状はどうなのか、
かつてのような勢いがないのは、天使が弱
って、それに伴い聖霊の働きも弱まったか

らなのでしょうか。それだけではありませ
ん。恵みの場に生かされているということ
を、ここ数週間繰り返し申し上げきたわけ
ですが、この恵みの場ということも、同じ
ように誤解されやすい言葉だとも思うので
す。それは、とても耳障りのいい言葉だか
らです。ですから、誤解されるその根っ子
はそういう意味で二つとも同じです。ある
種の信仰の力強さだけを強調することは、
分かりやすいものだからです。 
 ただ、もちろん、やる気を与え、多くの
人々の心を引きつけることは大事なことで
す。多くの人々が主のものとされたのは、
十二人の弟子たちはじめ、代々の聖徒たち
の働きがあってこそのものでもあるからで
す。ですから、やる気、本気、元気は、伝
道のモチベーションを高める上で大切なも
のでもあるのでしょう。けれども、やる気
のない者、本気になれない者、元気のない
者、これらの者を無理矢理やる気にさせ、
本気にさせ、元気にさせることが、イエス
様がここで仰る、1匹の小羊を探し求める
ということなのでしょうか。もちろん、イ
ザヤ書の 40 章に「走っても弱ることな
く、歩いても疲れない」とあるように、福
音にそういう力があるのは間違いありませ
ん。けれども、私たちに求められているこ
とは、通販の健康食品の広告のような、あ
る一点だけを強調し、売上を上げることな
のでしょうか。そうであれば、足の痛みも
取れず、また体重も減らなければ、長く続
くこともありません。その人のことを重ん
じようと思っていろいろやったけど続かな
かったというのでは、それは軽んじるのと
何が違うというのでしょうか。また、その
反対に、何も働きかけずに放っておくとい
うのはどうでしょう。個人を尊重している
ようでいて実は相手にもしていない、そう
言うことになりはしないでしょうか。 
 イエス様が軽んじるな、躓かせるなと仰
っていることは、下にも置かないもてなし
をすることでもなく、また、自己責任と称
し、我関せずを決めつけることでもありま
せん。私たちはこうして恵みの場にいなが
らも、悩むことはあるし、迷うこともある
のです。それだけではありません。神様の
こともイエス様のことも、まったく信じら
れなくなることもあるし、また、信じてい
たとしても、他のものに心動かされてしま
うこともあるのです。まさに、私たち自身
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が「迷える小羊」であるのです。ですか
ら、イエス様が躓かせない、軽んじないと
仰っていることは、神様とイエス様を信じ
る私たちが、先ずは自分自身の不信仰、そ
うした不誠実さと正直に向き合うところか
ら始まるのではないでしょうか。そして、
その上で私たちは何を語るのか、それは、
もちろん、信仰の自慢話をすることでもな
く、また、信仰に対し斜に構えることでも
ありません。ただ、すべての者が語るべき
言葉を持っているわけではありません。で
すから、もし語る言葉がなければどうすれ
ばいいのか。語るべき相手のその傍らに立
って、語る言葉が見つかるまで、目の前の
子どもとも、また、自分自身とも、言葉が
与えられるまでじっと待ち続けることで
す。つまり、迷える小羊というこの言葉が
社会通念としてこの国の中に定着するよう
になったのは、私たちがそういう余白を大
事にしてきたからで、つまりは、分かろう
としても分からないというこの気持ちを大
事にしたからこそ、聖霊が働き、この私た
ちを通して、この「迷える小羊」という人
間の本質に関わるこの言葉が日本中に広が
っていったと、私はそう思うのです。そし
て、このことはまた、遠藤周作が「沼地の
ようだ」と言った私たちが生きるこの国
で、先達の多くが恵みの場に生かされてい
ると信じ、神様からの恵みを多くの人々と
分かち合ってきたからでもありました。 
 それは、恵みの場に生きる者と神様とが
とても近い関係にあるからです。ただし、
神様と私たちとの距離がそれで完全になく
なったわけではありません。神様と私たち
との間に天使がいるとイエス様が仰ってい
るのは、そこに間違いなく断絶があるから
です。そして、この断絶をまさに味わった
のが一泊保育に参加できなかった子どもた
ちでもありました。そして、年長組の担任
がその子どもたちと親に語ったことが「行
けないことも子どもの学びに繋がる」とい
うことでありますが、ただ、そう言われ、
幼い子どもが直ちにその言葉のすべてを理
解できるわけではありません。子どもが感
じたそのストレスは言葉だけですぐに解消
されるものではないからです。それゆえ、
私がそうであるように生涯記憶から失われ
ることもありません。けれども、９９匹と
だけイエス様は一緒にいるのではなく、迷
える子羊である私たちとのことをも探し求

め、一緒にいてくださってもいるのです。
それは、私たちのことをこうしてこの恵み
の場に生かそうとしているからです。 
 このように、恵みの場に私たちが生かさ
れているということは、物事が全て信仰ゆ
えに上手くいくということではありませ
ん。うまくいってもいかなくても、どこま
でもどこまでイエス様が共にいてくださっ
ているということであり、天使はそのため
に私たちと共にある、むしろ、天使が私た
ちと共にあればこそ、私たちは神様と共に
ある現実をいずれ必ずどこかで理解でき
る、イエス様はそう私たちに伝えてくれて
いるのです。 
 一泊保育に行ったか行かなかったか、私
たちが 99 匹の羊か、それとも 1匹の羊な
のか、恵みの場に生かされている私たちに
とって、一番大事なことはそのいずれかと
いうことではありません。ただ、私たち
は、このいずれかというところで、どうし
ても安心を得ようとしてしまうのです。私
たちが迷い、悩みを大きくするのはそのた
めでもありますが、けれども、そこで私た
ちが迷い、悩みを深めるからこそ、私たち
は知るのです。この私と、この私たちと、
イエス様はどこまでもどこまでも共にいて
くださっていると。ですから、年長組の担
任が「それもいい学びの機会となるから」
とそう言って、保護者が安心できたのは、
年長組の担任が、自分が何ものであり、自
分がどこに生かされているかを知っていた
からです。そして、それが恵みの場に生か
されているということでもありますが、で
すから、キリスト教教育の目指すところ
は、無批判に「信じる」と口にするよう
な、そういう人間を粗製濫造することでは
ありません。恵みの場に生かされている私
たちのことを、神様は天使を遣ってまで捜
し求め、その愛の中に置こうとされてい
る、伝道の成果として「迷える小羊」とい
う言葉が社会に定着したのは、神様の愛の
中に生きる、そういう私たちクリスチャン
の日々の暮らしがあったからです。そし
て、この暮らしは今もこの私たちによって
続けられているものなのです。ですから、
それを続けるためにも、「我信ず、信仰な
き我を救いたまえ」と、このことを正直
に、そして、誠実に、イエス様の御前にあ
って告白する私たちでありたいと思いま
す。祈りましょう。 


